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研究開発期間 平成２４年度～平成２７年度（４年計画） 

項  目 要  約 

１．研究開発の概要 水冷却原子炉の動的冷却機能が不全となった事故時においても、

冷却可能形状を保つことができる炉心の実現を目指し、炉心材料と

して SiC（シリコンカーバイト）の利用技術を開発することを目的

とし、以下の研究開発を行う。 

１）SiC 試料の作製・検査 

２）SiC 試料の特性試験 

３）SiC 試料の照射試験 

４）SiC 試料の接合試験 

 

２．総合評価 将来性が期待されるSiC複合材に関して軽水炉における使用も念

頭に置いた研究で、基礎的な要素技術開発から着実に進展してい

る。事業は計画通り進捗しており、事故時の燃料健全性に大きな余

裕が生じ、原子炉の安全性向上に大きく寄与するものと期待でき

る。今後も以下の項目に留意して研究を完遂することを希望する。 

１．長尺化や量産性についても明らかにしていくとともに、接合技

術の評価も期待する。 

２．研究終了時には、研究開発初期の期待・推測と実験・解析を行

った後の結果との違いを明確にして、今後の研究開発への提言

をまとめて欲しい。 

３．製法の異なる SiC 複合材の相互比較をする標準についての検討

を期待する。 

４．世界的に注目されている素材であるため、情報の交換も必要で

ある。 

Ａ．期待以上もしくは期待通りの成果が見込め、継続すべきである。 

Ｂ．ほぼ期待通りの成果が見込め継続すべきであるが、計画の一部見直しが必要である。 

Ｃ．進捗に大きな遅れがあるなど、成果がほとんど見込めない。 
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